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温
暖
化
の
影
響
か
、
気
候
が
こ
れ
ま
で
と
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
雪
の
降
り
方
も
一
時
に
、

し
か
も
局
地
的
に
降
り
、
寒
暖
の
差
も
大
き
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
春
先
は
体
が

つ
い
て
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
体

調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

三
月
の
予
算
所
会
に
お
い
て
、
事
業
案
・
予
算

案
と
も
に
所
会
議
員
諸
老
師
の
承
認
を
い
た
だ

き
、新
年
度
の
宗
務
所
業
務
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

審
議
の
中
で
様
々
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
一
番
大
き
な
問
題
は
今
後
の
宗
務
所
事
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
、
少
子
化
と
人
口
減
少
に
伴
う
檀
信
徒

数
の
減
少
と
寺
院
運
営
に
対
す
る
危
機
感
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
愈
々
本
腰
を
入
れ
て
宗
務
所

の
事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
い

た
だ
き
、
現
在
宗
務
所
内
で
個
別
具
体
的
な
変
更

案
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
と
に
禅
セ
ン
タ
ー
発
足
時
に
設
置
さ
れ
た
研

修
・
梅
花
・
布
教
の
三
部
会
は
、
教
化
事
業
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
い
、
他
宗
務
所
か
ら
も
高
い

曹
洞
宗
の
転
換
期

秋
田
県
宗
務
所
　
所
長
　
袴
　
田
　
俊
　
英

評
価
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
特

に
研
修
部
研
修
会
な
ど
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

現
職
研
修
は
昨
年
、
コ
ロ
ナ
終
息
に
よ
り
完
全

対
面
形
式
で
行
い
ま
し
た
が
、
一
日
で
の
開
催
と

い
た
し
ま
し
た
。
特
派
布
教
巡
回
に
関
し
て
は
、

教
区
合
同
開
催
の
地
域
が
あ
り
、
梅
花
巡
回
で
は

教
区
二
会
場
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
一
会
場
に
減
少

す
る
教
区
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

教
場
数
と
特
派
講
師
の
人
数
も
見
直
し
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
寺
族
会
・
婦
人
会
も

今
後
会
員
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
護
持
会
も

含
め
、
事
業
内
容
の
再
検
討
と
と
も
に
助
成
の
あ

り
方
も
俎
上
に
載
せ
る
時
期
に
来
た
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
以
降
、
様
々
な
要
因
で
物
価
が
上
昇
し

て
お
り
ま
す
。
宗
務
所
の
維
持
の
た
め
の
経
常
経

費
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
宗
務
所

の
建
物
・
設
備
の
老
朽
化
も
顕
著
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
宗
務
所
の
建
て
替
え
を
目
的
に
始
め

ら
れ
た
基
本
金
積
立
金
も
、
現
在
お
よ
そ
三
五
○

○
万
円
ほ
ど
で
あ
り
、
今
後
の
営
繕
費
の
増
加
を

考
え
る
と
、
そ
ち
ら
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
な
る

可
能
性
も
大
い
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
て
替
え
や

大
規
模
改
修
は
勧
募
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
あ
る
意
味
で
宗
務
所
も
各
御
寺
院

様
も
あ
る
程
度
の
余
裕
の
あ
る
中
で
、
宗
務
所
運

営
が
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
従
来
通
り
の
様
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
将
来
の
在
り
方
を
考
え
、
難
し
い
時
代
に

対
応
で
き
る
様
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

宗
門
も
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
営
業
終
了
、

ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
の
解
体
新
築
の
方
針
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
諸
事
業
も
経
費
削
減
の
た
め
の
細

か
な
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
さ
に
曹

洞
宗
の
転
換
点
で
あ
り
、
宗
務
所
も
ま
た
同
様
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
費
削
減
の
努
力
を
続
け
な
が
ら
、

宗
務
所
の
利
便
性
の
向
上
、
事
業
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
各
事
業
の
内

容
を
精
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
業
の
枠
組
み

そ
の
も
の
を
変
え
な
が
ら
、
柔
軟
に
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
、
決
算
所
会
ま
で
に
第
一
次
宗
務
所
案

を
提
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
苦
言
を
含
め
た
ご
意
見
を

宗
務
所
ま
で
お
届
け
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く

存
じ
ま
す
。
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令和７年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和7年 事　　　業 開催場所 備　考

４月 21 日 寺族会総会 宗務所

５月

８日 布教委員会・布教協議会 宗務所
14 ～ 17 日 梅花流全国奉詠大会 沖縄県
20 日 婦人会総会 宗務所

所報第 140 号発行 予算報告　他

６月

２～７日 特派布教巡回 管内 18 教場 特派師範３名
10 ～ 14 日 梅花特派巡回 管内 16 教場 特派布教師３名
17 日 監査会 宗務所
27 日 護持会総会 宗務所

７月 15 日 通常所会 宗務所 決算審議　他
禅の集い 管内寺院

８月 12 ～ 22 日 宗務所休務 盆休み

９月 17 日 梅花流秋田県奉詠大会 キャッスルホテル 70 周年記念
所報 141 号発行 決算報告　他

10 月 10 日
現職研修会
　講師 駒澤大学教授 角田泰隆老師
　　　　 文化人類学者 上田紀行先生
　　　　 他　宗務庁派遣講師（未定）

歓喜寺 オンライン開催なし

15 ～ 17 日 本山研修会 永平寺 宇治興聖寺　奈良

11 月

７日午前 梅花検定会（全県合同） 宗務所 四級師範・三級詠範・
二級教範まで受検可

７日午後 宗務所寺族集会・研修会 宗務所

19 日
禅を聞く会
　講師 曹洞宗特派布教師 海野義範老師
禅センター設立集会 

キャッスルホテル
禅を聞く会 終わって
設立集会　
宗侶寺族表彰式典

12 月 24日～１月９日宗務所休務
令和８年

１月 27 日 宗務所梅花講役員会 宗務所
所報 142 号発行

２月 18 日 諮問委員会・災害対策協議会 宗務所

３月
２日 宗務所梅花講講長会 宗務所
25 日 通常所会 宗務所 予算審議　他
31 日 徒弟研修会 宗務所
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和７年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

NO. 令和 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考

1 7 年 　４月　４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

2 　５月　９日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

3 　５月２６日（月） 10 時 30 分 梅花部 講師等研修会

4 　６月２０日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

5 　６月２３日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会

13 時 30 分 仏教講座①

6 　７月　３日（木） 13 時 00 分 研修部 研修会①

7 　７月　４日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

8 　９月　４日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

9 　９月　５日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会  

13 時 00 分 仏教講座②

10 　９月２２日（月） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修

11 １０月　３日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

12 １１月　５日（水） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

13 １１月１９日（水） 13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催）

14 １１月２８日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会  

13 時 00 分 仏教講座③

15 １２月　５日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

16 8 年 　２月　２日（月） 13 時 00 分 研修部 研修会②

17 　２月　６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

18 　３月　６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
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令和７年度曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項目 前年度予算額 本年度予算額 増減

歳入合計 55,204,946 55,000,000 △ 204,946

歳出合計 55,204,946 55,000,000 △ 204,946

差引残額 0 0 0

歳入の部 � （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　考
1　賦　課　金 40,882,800 40,829,000 △ 53,800

1 寺 格 割 1,844,000 1,844,000 0 格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 318
准法地＠ 2,000 × 7　（全寺院数 349 ヶ寺）

2 級 階 割 35,484,800 35,480,000 △ 4,800 443,500 点× 80 円
（前年度県内寺院級階点数の合計）

3 教 師 割 3,554,000 3,505,000 △ 49,000

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 66 名
正教師＠ 6,000 × 153 名
一等教師＠ 3,000 × 116 名
二等教師＠ 2,000 × 133 名�（R7.1.31 現在） 

2　手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
3　補　助　金 950,000 900,000 △ 50,000

1 補 助 金 950,000 900,000 △ 50,000
本庁事業補助　事務補助
徒弟研修会補助
梅花補助　教化補助
現職・寺族研修会補助　他

4　諸　収　入
1,760,000 1,900,000 140,000

1 諸 収 入 1,760,000 1,900,000 140,000

現職研修会受講料＠ 5,000 × 150 名
現職研修昼食代＠ 1,500 × 80 名
梅花検定料＠ 3,000 × 30 名
県梅花大会参加料＠ 3,000 × 300 名
仏教講座参加料　預貯金受取利息　他

5　繰　越　金
9,612,146 9,371,000 △ 241,146

1 繰 越 金 9,612,146 9,371,000 △ 241,146 前年度繰越金（見込み額）
歳入合計 55,204,946 55,000,000 △ 204,946
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
1　人　件　費

17,540,000 18,040,000 500,000

1 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
2 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
3 傭 人 費 200,000 200,000 0

4 旅　　費 3,500,000 4,000,000 500,000 宗務庁・管区・教化センター各事業
各種講演会 全国梅花大会 本山研修会 他

5 費用弁償 6,000,000 6,000,000 0
所長 8,000　副所長 4,000
教化 3,000　庶務 7,000
梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000　

6 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名× 2 ×＠ 70,000
2　事　務　費 4,700,000 4,700,000 0

1 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍　事務機器更新他
2 通 信 費 1,200,000 1,200,000 0 電話料　郵便料　配送料　他
3 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒　賞状
4 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨　事務用品　他

5 リース料 1,000,000 1,000,000 0 AED　コピー機　電話機　OA 機器
フレッツジャパン月額　他

6 広 報 費 1,100,000 1,100,000 0 宗務所所報　年 3 回発行
3　管　理　費 3,900,000 2,900,000 △ 1,000,000

1 維 持 費 800,000 800,000 0 保険料　清掃費　警備保障　他
2 地　　代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代
3 営 繕 費 1,800,000 800,000 △ 1,000,000 修繕費　他
4 光 熱 費 1,000,000 1,000,000 0 電気・ガス・水道・灯油　他

4　会　議　費 1,300,000 1,300,000 0

1 所　　会 1,100,000 1,100,000 0 通常所会 2 回

2 委 員 会 200,000 200,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

5　事　業　費 8,750,000 9,250,000 500,000

1 事 業 費 2,000,000 2,000,000 0
現職研修 1,200,000
本山研修 400,000
徒弟研修会 200,000
設立集会　他

2 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
布教特派事業（教場補助他 650,000)
宗務所布教師日当＠ 5,000 × 30 回
管内教場補助＠ 5,000 × 30 教場　他

3 梅 花 費 4,500,000 5,000,000 500,000

梅花特派巡回事業（教場補助他 650,000)
県梅花大会 2,500,000
役員会・講長会 300,000
検定会 300,000
師範・詠範の会補助 700,000
師範・詠範の会一泊研修会補助 100,000
梅花養成所 200,000  他

歳出の部� （単位：円）
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考

4 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・布教協議会（年 1 回）
各種研修会　他

5 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料　他
6 �人権擁護 
推進費 500,000 500,000 0 全国人権研修会　書籍　資料　他　

6　禅センター 事業費 2,550,000 2,550,000 0

1 会 議 費 200,000 200,000 0 各会議費　各委員会費
2 布教部費 600,000 600,000 0 仏教講座　写経会
3 研修部費 600,000 600,000 0 各種研修会　
4 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会　　　
5 運 用 費 700,000 700,000 0 備品　禅を聞く会　他

7　補　助　費 7,459,000 7,359,000 △ 100,000

1 事務補助 4,100,000 4,100,000 0 所費の 10% 各教区へ
2 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
3 所護持会補助 700,000 700,000 0 宗務所護持会補助金
4 禅の集い 500,000 500,000 0 教区寺院開催補助金

5 教化団補助 1,810,000 1,710,000 △ 100,000
保護司会 200,000　秋曹青 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　教誨師 30,000 × 2
名

8　表　彰　費 200,000 200,000 0

1 表彰費 200,000 200,000 0 住職勤続表彰　寺族表彰
9　慶　弔　費 2,500,000 2,500,000 0

1 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶・本葬　他
2 本山慶弔費 100,000 100,000 0 両本山慶弔会　他

3 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 管内寺院住職・東堂・副住職 100,000
寺族 50,000

10　負　担　金 540,950 540,950 0

1 全国所長会 157,050 157,050 0
349 ヶ寺×＠ 450

（全国所長会災害援護金　349 ヶ寺×
＠ 100 を含む）

2 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600　
3 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500　

11　交　際　費 400,000 400,000 0

1 交 際 費 400,000 400,000 0
12　食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会 2 回

2 委員会食糧費 50,000 50,000 0 監査会 1 回
諮問委員会・災害対策協議会 1 回

3 所内食糧費 550,000 550,000 0

第140号 令和７年５月25日（　）8曹洞宗秋田県宗務所所報



項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
13　選　挙　費 150,000 150,000 0

1 副 貫 首 50,000 50,000 0
2 宗務所長 50,000 50,000 0
3 宗会議員 50,000 50,000 0

14　雑　　　費 150,000 150,000 0

1 雑　　費 150,000 150,000 0 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
15　予　備　費 3,764,996 3,660,050 △ 104,946

1 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金　1ヶ寺分

2 記念品代 560,000 560,000 0 役職員退任記念品代 560,000
（224 万円を 4 年間分割で積立計上）

3 基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0
4 予 備 費 204,996 100,050 △ 104,946

歳　出　合　計 55,204,946 55,000,000 △ 204,946

令和6年度宗務所基本金積立会計について
(将来の宗務所改築のための積立)

○　令和６年度分は、上記のように積み立てしております。

○　令和7年度の予算案には1,000,000で計上しています。
○　令和6年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で繰入金を増額する場合もございます。

令和6年度　基本金積立会計

令和7年度　基本金積立会計案

積立累積金 33,564,106
一般会計繰入金 1,000,000
下水道切替工事のため取崩 △ 3,000,000
利　　　　息 570 0.002%

計 31,564,676

積立累積金 31,564,676
一般会計繰入金 1,000,000
利　　　　息 32,564 0.125%

計 32,597,240
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○
二
月
一
○
日

　
　
宗
務
所
研
修
部
第
二
回
研
修
会

�
参
加
者
　
　
二
五
名

　
　
禅
セ
ン
タ
ー
研
修
部
長

�

髙
橋
　
一
浩
　
老
師

　

前
回
に
引
き
続
き
「
戒
名
に
つ
い
て
」

の
お
話
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
場
の
こ

と
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
労
し
て
い

る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
す
ん
な
り
決

ま
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
問
題
な
の
は
「
選
字
の
し
か
た
」
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
結
構
悩
む
方
で
す
。

　

正
解
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
研
修
の
中
で
お
話
下
さ
る
内
容
を
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
の
違
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
し
、
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
忌
憚
な
く
お
話
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
話
が
な
い

と
解
決
も
な
い
し
、
先
に
も
進
ま
な
い
の

で
遠
慮
無
く
ご
質
問
願
い
ま
す
。
よ
り
よ

い
も
の
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

『
戒
名
に
つ
い
て
の
一
考
察
②
』

講
　
師
　
蚶
満
寺
住
職

�

熊
谷
　
右
忍
　
老
師

　

前
回
の
お
さ
ら
い
で
す
が
、
戒
名
の
構

成
は
「
院
号
・
道
号
・
法
号
・
位
階
」
で

す
が
、
俗
名
を
参
考
に
す
る
形
が
あ
り
ま

す
。
一
字
又
は
二
字
引
用
し
、
法
号
の
最

初
に
一
字
付
け
る
の
が
基
本
と
の
こ
と
で

す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
故
人
の
俗
名
が
入
っ

て
い
る
と
親
族
が
安
心
す
る
た
め
と
、
名

付
け
る
側
に
と
っ
て
は
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。
関
連
し
て
、
雅
号
・
屋
号
・
船
名

な
ど
か
ら
引
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

他
に
実
例
と
し
て
（
資
料
抜
粋
引
用
）

　

職
業　

医
伯
仁
済
居
士　

医
師　

　
　
　
　

玉
匙
清
光
居
士　

薬
剤
師

　

性
格　

和
顔
慈
笑
大
姉　

朗
ら
か

　
　
　
　

春
陽
長
閑
大
姉　

穏
や
か

　

趣
味　

澹
洋
釣
月
居
士　

釣
り

　
　
　
　

皐
風
朗
咏
居
士　

歌

　

年
齢　

喜
翁
寿
仙
居
士　

喜
寿

　
　
　
　

白
梅
寿
香
大
姉　

白
寿

　

季
節　

春
暁
寂
岸
大
姉　

春
彼
岸

　
　
　
　

秋
月
到
岸
居
士　

秋
彼
岸

　

時
刻　

暁
天
覚
夢
居
士　

早
朝

　
　
　
　

月
舟
則
天
大
姉　

夜

　

天
気　

夏
山
爛
雲
大
姉　

八
月

　
　
　
　

臘
雪
洗
心
大
姉　

十
二
月

　

風
景　

文
彩
錦
峰
居
士　

九
月

　
　
　
　

盈
月
禅
心
居
士　

秋

　

禅
語　

掌
月
掬
水
大
姉　

掬
水
月
在
手

　
　
　
　

弄
花
袖
香
大
姉　

弄
花
香
満
衣

　
　
　
　

隋
流
帰
海
居
士　

水
流
元
入
海

　

夫
婦
で
対
に
す
る　

禅
語

　
　

龍
睡
隠
海
居
士　

四
海
波
平
龍
睡
穏

　
　

鶴
翔
静
空
大
姉　

九
天
雲
静
鶴
飛
高

宿
題
に
関
し
て
の
考
察
に
つ
い
て
は

○
名
前
①
須
田
昭
治
郎

　

年
齢
②
八
十
八
歳

　

命
日
③
十
二
月
八
日

　

職
業
④
工
務
店
経
営

　
　
　

⑤
元
地
方
議
員

　

趣
味
⑥
ゴ
ル
フ 

カ
ラ
オ
ケ

　

性
格
⑦
人
情
家 

お
節
介 

お
酒
好
き

　

～
選
字
例
～

　

①
昭
・
治

　

②
米
寿
・
翁
・
叟
・
老

　

③
臘
八
・
臘
月
・
大
呂

　

④
建
・
工
・
設
・
施
・
立
・
棟
・
匠

　

⑤
公
・
議
・
政

　

⑥
咏
・
唱
・
吟

　

⑦
仁
・
義
・
朗
・
快
・
豪
・
呑
・
酔

　

～
作
成
例
～

☆
暁
星
昭
悟
居
士　

命
日
・
名
前
よ
り

　

臘
雪
吟
嘯
居
士　

季
節
・
趣
味
よ
り

　

仁
叟
義
心
居
士　

性
格

　

公
徳
昭
賢
居
士　

職
業
・
名
前
よ
り

　

昭
月
院
八
風
不
動
居
士

　
　

禅
語
よ
り　

八
風
吹
不
動
天
辺
月

○
名
前
①
佐
々
木
久
美
子

　

年
齢
②
七
十
七
歳

　

命
日
③
八
月
十
日

　

職
業
④
元
小
学
校
教
諭

事
業
報
告
（
宗
務
所
だ
よ
り
）
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趣
味
⑤
登
山
・
コ
ー
ラ
ス

　

性
格
⑥
活
発
・
真
面
目
・
子
供
好
き

　

～
選
字
例
～

　

①
久
・
美

　

②
喜
寿

　

③
夏
・
盆

　

④
教
・
諭
・
師
・
範
・
育
・
鑑

　

⑤
登
・
岳
・
峰
・
和
・
響
・
咏
・
唱

　

⑥
明
・
活
・
慈
・
慎

　

～
作
成
例
～

　

久
祥
美
慧
大
姉　

名
前
よ
り

　

慈
経
智
範
大
姉　

職
業
よ
り

☆
白
蓮
妙
香
大
姉　

季
節
よ
り

　

韶
響
和
鳴
大
姉　

趣
味
よ
り

　

喜
岳
寿
栄
大
姉　

年
齢
よ
り

　

誠
儷
院
萬
里
蒼
天
大
姉

　
　

誠
・
・
・
・
夫
の
名
前
と
仮
定

　
　

禅
語
よ
り　

萬
里
無
片
雲

　

〇
作
成
例
よ
り
☆
印
を
選
択
し
ま
す
。

　

是
非
皆
さ
ん
も
作
っ
て
い
た
だ
き
、
お

話
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
院
号
」
は
、
住
職
が
「
菩
提
寺
・
住

職
・
仏
教
信
仰
」
に
対
し
て
、
篤
信
の
貢

献
を
し
た
・
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
「
お

礼
」
の
意
味
で
、
お
寺
か
ら
差
し
上
げ
る

「
贈
り
名
」
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
号　

故
人
の
人
徳
を
表
す

　

院
号　

故
人
の
遺
徳
を
讃
え
佛
徳
で
飾

る

　

中
野
東
禅
老
師
の
関
連
の
著
作
の
中
で

は
「
教
義
的
な
言
葉
・
風
流
な
言
葉
で
飾

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
り
ま
し

た
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
様
々
な
研
鑽

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

生
前
戒
名
に
関
し
て
、
授
戒
会
・
在
家

得
度
な
ど
の
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
。
お
血
脈
を
お
持
ち
の
方

の
場
合
は
、
本
人
親
族
が
希
望
す
る
な
ら

お
持
ち
の
も
の
を
生
か
し
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
是
非
、
現
菩
提
寺
住

職
に
付
け
て
欲
し
い
と
の
要
望
で
あ
る
な

ら
ば
、
お
血
脈
の
も
の
を
引
用
す
る
こ
と

な
く
、
全
く
新
し
い
戒
名
を
お
授
け
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
生
前
に
希
望
さ
れ

る
方
に
、
ま
ず
は
丁
寧
に
相
談
に
乗
っ
て

あ
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
当
人
様
の
安
心
に
繋
が

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

戒
名
の
説
明
を
求
め
る
ご
親
族
の
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
教
化
の
機
会
に

も
な
り
得
る
こ
と
で
す
の
で
、
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
悲
し
み
・
苦
し
み
に
寄
り

添
っ
て
、
ご
戒
名
を
お
授
け
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。（
内
容
を
か
な
り
簡
素

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
研
修
の

樣
子
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。）

○
一
月
三
○
日

　
　
宗
務
所
梅
花
講
役
員
会

�

参
加
者
　
　
十
一
名

○
二
月
一
七
日

　
　
宗
務
所
梅
花
講
長
会

�

参
加
者
　
　
十
八
名

　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
と
令
和
七
年
度

事
業
計
画
（
案
）
を
精
査
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
記
は
令
和
七
年
度
は
、
例
年

二
回
の
検
定
会
を
一
回
に
、
ま
た
、
全
県

大
会
は
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
以

下
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す

梅
花
流
秋
田
県
奉
詠
大
会
の

�

ご
案
内

　
梅
花
流
秋
田
県
七
○
周
年
記
念
の

大
会
で
す
。
多
数
の
ご
参
加
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
尚
、
師
範
・
詠
範
・
講
員
の
皆
さ

ん
の
親
睦
を
深
め
る
べ
く
、
大
会
終

了
後
同
所
に
て
懇
親
会
を
開
催
致
し

ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

日
　
　
時
　
令
和
七
年
九
月
一
七
日

場
　
　
所
　
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
日
　
　
　
程

開
場
受
付
　
午
前
　
九
時
三
○
分

開
　
　
会
　
午
前
一
○
時
三
○
分

大
会
終
了
　
午
後
　
三
時
三
○
分

懇
親
会
　
午
後
　
五
時
○
○
分

懇
親
終
了
　
午
後
　
七
時
○
○
分

参
加
費
　
　
　
三 

○
○
○
円

昼
食
代
　
　
　
一 

○
○
○
円

懇
親
参
加
　
　
　
六 

○
○
○
円

宿
　
　
泊
　
　
一
二 

○
○
○
円
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○
四
月
二
一
日

　
　
　
宗
務
所
寺
族
会
総
会

�

参
加
者
　
　
六
二
名

�

寺
族
会
　
伊
藤 

令
子 

会
長

�

議
長 

洞
昌
寺 

高
橋
な
な
子
さ
ん

　

特
記
事
業
予
定

　

七
月
一
～
三
日

　
　

宗
務
所
寺
族
会
研
修
旅
行

　
　
（
出
雲
大
社
・
足
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
砂
丘
の
旅
～
）

　

一
○
月
二
一
～
二
二
日

　
　

寺
族
中
央
集
会

　
　
　

会
場 

宗
務
庁
に
て

　
　
　

参
加
者　

第
十
三
教
区
寺
族

　

一
一
月
七
日

　
　

宗
務
所
寺
族
集
会
・
研
修
会

　
　
　

会
場　

宗
務
所
に
て

○
五
月
八
日

　
宗
務
所
布
教
協
議
会
・
布
教
委
員
会

�

参
加
者
　
　
　
二
二
名

　

基
調
講
演

　
「
布
教
は
日
常
か
ら

　
　

～
〇
〇
様
に
は
及
び
も
せ
ぬ
が
～
」

講
師
　
特
派
布
教
師

　
鹿
角
市
恩
徳
寺
　
岩
舘
　
裕
章
　
老
師

　

私
達
の
法
話
を
聞
い
て
下
さ
る
方
々
に

「
身
近
な
こ
と
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た

だ
く
」
た
め
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
し

下
さ
い
ま
し
た
。

　
「
ニ
ア
リ
ー
イ
コ
ー
ル
（

≒

）
ほ
ぼ
・

ほ
と
ん
ど
・
お
お
よ
そ
等
し
い
」
と
「
ず

ら
す
」
視
点
で
の
実
践
方
法
で
し
た
。

　

具
体
例
と
し
て

◎
告
諭
の
お
言
葉
「
世
界
の
諸
問
題
」

　
「
世
界
」

≒

「
私
」

≒

「
あ
な
た
」

　

私
も
あ
な
た
も
世
界
の
住
人

◎
「
仏
法
」

≒

「
幸
せ
な
生
き
方
」

　

≒

「
私
の
く
ら
し
方
」

　
「
と
す
れ
ば
自
分
の
問
題
と
し
て
、
受

け
止
め
て
下
さ
る
の
で
は
」
と
の
示
唆
で

し
た
。
更
に
「
亡
き
人
」

≒

「
仏
」
と
す

る
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
、そ
の
教
え
「
仏
」

≒

「
法
・
生
き
方
」
と
す
る
と
行
持
す
る

こ
と
が
、
故
人
と
の
縁
を
今
も
深
め
る
こ

と
に
繋
が
る
の
で
は
。

　

如
何
に
「
日
々
の
信
仰
」
を
身
近
な
こ

と
と
し
て
伝
え
、
共
に
行
持
し
て
い
く
大

切
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
布
教
委
員
会
で
は
今
年
度
宗
務
庁
布
教

方
針
関
し
て
、
当
地
を
巡
回
さ
れ
る
特
派

布
教
師
様
よ
り
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

静
岡
県　

山
内
彰
広　

老
師

　
「
管
長
告
諭
に
つ
い
て
」

　

愛
知
県　

中
村
元
紀　

老
師

　
「
本
年
度
布
教
教
化
方
針
に
つ
い
て
」

　

静
岡
県　

稲
石
文
乘　

老
師

　
「
特
派
巡
回
に
伴
う
留
意
事
項
」

○
五
月
一
四
～
一
七
日

　
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会

　
会
場
　
沖
縄
ア
リ
ー
ナ

�

参
加
者
　
　
四
二
名

　

今
回
の
全
国
大
会
は
、
沖
縄
に
て
終
戦

八
十
周
年
平
和
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
秋
田
か
ら
は
企
画
旅
行
に
四
二
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
日
に
、

糸
満
の
平
和
祈
念
公
園
・
千
秋
の
塔
に
て

戦
没
者
慰
霊
供
養
を
行
い
ま
し
た
。「
追
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善
供
養
御
和
讚
」
を
皆
さ
ん
で
お
唱
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
報
恩
供
養
御
和
讚
」
を
東

北
管
区
で
登
壇
奉
詠
致
し
ま
し
た
。
ご
参

加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

月日 行　　程（バス＝＝＝） 食事

10
／
15
(水 )

5:30 　　　　　　8:05　　　　　　　　　10:00
各地＝浪岡ＩＣ＝青森空港－ ANA1852 →伊丹空港
　　　　　　　　8:00　　　　予定時刻　　9:40　　　＝
　　　　　　　　秋田空港－ ANA1652 →伊丹空港
　　　11:20 頃　　　　　　　　　　　　　 　16:00 頃
　　＝大津ＳＡ＝福井ＩＣ＝一乗谷朝倉遺跡＝永平寺（本山研修会開講式）

×
弁
夕

10
／
16
(木 )

9:00 頃
永平寺（閉講式＝門前＝福井北ＩＣ＝米原ＪＣＴ
　　　　　　　　　　　11:30 頃　　　　　　　　　　　　　　　　16:45 頃
　　　　　　　　　　＝宇治：平等院 ･･･ 興昌寺＝奈良：興福寺＝奈良市内泊

朝
昼
夕

10
／
17
(金 )

8:30　　　　　　　　11:40 頃
奈良＝桜井：平等寺＝橿原＝橘寺＝キトラ古墳
　　　　　　　　　　　　　18:35　　予定時刻　　20:15　　　　　　22:15 頃
　　　　　　　　　　　　　伊丹空港－ ANA1852 →青森空港＝浪岡ＩＣ＝各地
＝大和高田＝米原ＪＣＴ＝ 17:00　　　　　　18:15/19:10　　　　　20:15
　　　　　　　　　　　　伊丹空港－ JAL128 →羽田空港－ JAL167 →秋田空港
　　　　　　　　　　　　　　　　　予定時刻　　　　　　予定時刻

朝
昼
×

《大本山永平寺本山研修と宇治・奈良の旅》

1．期日　令和7年10月15〜 17日　2．申込締切　　令和7年8月1日
3．会費　118,000円（秋田空港発着）123,000円（青森空港発着）
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○
五
月
二
○
日

　
宗
務
所
婦
人
会
総
会
・
研
修
会

�

参
加
者
　
一
八
名

　
ご
挨
拶
　
永
井 

美
喜
子 

婦
人
会
長

研
修
会
「
つ
な
が
り
の
中
で

　
～
社
会
福
祉
士
の
活
動
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
感
じ
た
こ
と
～
」

　
講
師
　
秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
前
会
長

�

珠
林
寺
　
鮎
川 

義
寛 

老
師

～
　
お
知
ら
せ
　
～

○
宗
務
所
通
常
所
会
（
予
算
）
に
て

　

宗
務
所
諮
問
委
員
に

　
　

四
教
区
長　
　

三
嶋　

泰
嗣　

師

　
　

一
四
教
区
長　

熊
谷　

右
忍　

師

　

宗
務
所
監
査
委
員
に

　
　

七
教
区
長　
　

久
米　

弘
道　

師

　
　

一
一
教
区
長　

小
田
桐
昌
善　

師

　

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
間

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
令
和
六
年
度
徒
弟
研
修
会
に
つ
い
て

　

令
和
七
年
三
月
二
五
日
開
催
予
定
で
し

た
が
、
参
加
人
数
が
少
な
く
、
残
念
な
が

ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
区

寺
番

寺
院
名

故
人
お
名
前

年
齢

三

八
二
林
澤
寺
住
職
青
木　

和
雄
令
和
六
年　

四
月　

二
日
八
八

五
一
四
九
廣
澤
寺
東
堂
久
米　

昭
見
令
和
六
年　

四
月
一
六
日
九
一

一
四
一
二
二
龍
雲
寺
住
職
植
木　

祖
峰
令
和
六
年
一
○
月　

八
日
九
六

二

五
一
珠
厳
院
東
堂
相
澤　

昌
典
令
和
六
年
一
○
月
一
八
日
八
九

一
八
三
一
三
立
昌
寺
東
堂
水
野　

哲
哉
令
和
六
年
一
一
月
二
六
日
八
九

三

七
八
大
蔵
寺
東
堂
猪
股　

哲
雲
令
和
七
年　

二
月
二
五
日
九
五

四

九
九
恵
林
寺
東
堂
本
間　

俊
英
令
和
七
年　

三
月　

六
日
六
九

一
七
二
一
八
圓
福
寺
住
職
竹
川　

邦
雄
令
和
七
年　

三
月
一
二
日
九
四

九
二
六
一
見
性
寺
寺
族
佐
々
木
京
子
令
和
六
年　

四
月　

七
日
七
六

一
三

二
六
洞
泉
寺
寺
族
小
嶋　

サ
チ
令
和
六
年　

五
月
一
八
日
九
二

五
一
四
六
満
昌
寺
寺
族
藤
原
シ
ゲ
子
令
和
六
年　

五
月
二
一
日
八
二

五
一
五
五
神
応
寺
寺
族
町
本　

敏
子
令
和
六
年　

五
月
二
七
日
九
六

四
一
○
一
興
昌
寺
寺
族
大
坂　

勝
子
令
和
六
年　

八
月
二
三
日
八
六

一
八
三
○
四
玉
林
寺
寺
族
桑
名　

温
子
令
和
六
年
一
一
月
二
八
日
八
九

一
二
一
○
四
普
門
院
寺
族
本
間　

恭
子
令
和
六
年
一
二
月　

五
日
九
六

一

一
二
萬
雄
寺
寺
族
加
賀
谷　

順
令
和
六
年
一
二
月
一
一
日
百
一

一
一
三
二
○
仁
叟
寺
寺
族
澤
口　

晶
子
令
和
六
年
一
二
月
一
七
日
九
九

三

七
八
大
蔵
寺
寺
族
猪
股
登
志
子
令
和
六
年
一
二
月
二
七
日
九
二

一
一
三
二
五
長
福
寺
寺
族
吉
田
由
美
子
令
和
七
年　

一
月
一
二
日
八
五

二

五
五
圓
通
寺
寺
族
阿
部　

京
子
令
和
七
年　

三
月　

八
日
八
八

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
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年 間 行 事 予 定
令和７年度（2025）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
土

31
木

31
日

30
水

30
金

管
区
宗
連

30
月

30
水

30
土

30
火
教
化
活
動
推
進
企
画
委
員
会

29
火
昭
和
の
日

29
木

29
日

29
火

29
金

29
月

28
月

28
水

28
土

28
月

28
木

28
日

27
日

27
火

27
金
護
持
会
総
会

27
日
３
教
区
慶
祥
寺
晋
山

結
制
・
退
董

27
水

27
土

26
土

26
月
講
師
等
研
修
会

26
木

26
土

26
火

26
金

25
金

25
日

25
水

25
金

25
月

25
木

24
木

24
土

24
火

24
木

24
日

24
水

23
水

23
金

23
月
仏
教
講
座
①

23
水

23
土

23
火
秋
分
の
日

22
火

22
木

22
日

22
火

22
金

休　務

22
月
野
外
研
修

21
月
寺
族
会
総
会

21
水

21
土

21
月
海
の
日

21
木

21
日

20
日

20
火
婦
人
会
総
会

20
金
梅
花
講
習

20
日

20
水

20
土

19
土

19
月

19
木

19
土

19
火

19
金

18
金

18
日

18
水

18
金

18
月

18
木

17
木

17
土

梅
花
全
国
大
会

17
火
監
査

17
木

17
日

17
水
全
県
梅
花
大
会

16
水

16
金

16
月

16
水

16
土

16
火

15
火

15
木

15
日

15
火
所
会
教
化
指
導
員
研
修
会
15
金

15
月
敬
老
の
日

14
月

14
水

14
土

梅花特派

14
月

14
木

14
日

13
日

13
火

13
金

13
日

13
水

13
土

12
土

12
月

12
木

12
土

12
火

12
金

11
金

11
日

11
水

11
金

11
月
山
の
日

11
木
教
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
木

10
土

10
火

10
木

10
日

10
水

9
水

9
金
梅
花
講
習

9
月

9
水

管区
婦人会
研修会

9
土

9
火

8
火

8
木
布
教
協
議
会

8
日

8
火

8
金

8
月

7
月

7
水

7
土

特派布教

7
月

7
木

7
日

6
日

6
火
振
替
休
日

6
金

6
日

6
水

6
土

5
土

5
月
こ
ど
も
の
日

5
木

5
土

5
火

5
金
仏
教
講
座
②

4
金
梅
花
講
習

4
日
み
ど
り
の
日

4
水

4
金
梅
花
講
習

4
月

4
木
梅
花
講
習

3
木
寺
族
会
監
査
会

3
土
憲
法
記
念
日

3
火

3
木
教
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
修
部
研
修
①
3
日

3
水

2
水

2
金

2
月

2
水

2
土

2
火

1
火

1
木

1
日

1
火

1
金

1
月

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP
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